
　

世
界
水
準
の「
ナ
ノ
め
っ
き
技
術
」

を
核
に
電
子
機
器
・
情
報
端
末
を
は

じ
め
多
方
面
で
表
面
処
理
加
工
を
行

う
清
川
メ
ッ
キ
工
業
㈱
。
今
年
の
３

月
に
健
康
経
営
優
良
法
人
の
認
定
を

受
け
た
。
理
想
の
働
き
方
の
実
現
に

向
け
た
「
仕
事
へ
の
意
識
」
を
全
社

的
に
浸
透
さ
せ
て
い
る
。「
仕
事
で

は
『
良
い
ス
ト
レ
ス
』
と
『
悪
い
ス

ト
レ
ス
』
の
両
方
と
上
手
に
付
き
合

う
こ
と
が
大
事
」
と
専
務
取
締
役
の

清
川
卓
二
氏
は
語
る
。

　
「
良
い
ス
ト
レ
ス
」
を
同
社
で
は

「
目
標
設
定
」
と
捉
え
、
特
に
生
産

性
向
上
に
取
り
組
む
姿
勢
に
表
れ
て

い
る
。
生
産
の
仕
組
み
を
改
善
す
る

「
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
（
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）」
を

は
じ
め
「
工
程
」「
作
業
」「
動
作
」

を
分
析
し
改
善
す
る
手
法
を
全
社
員

で
意
識
共
有
し
て
お
り
、
社
内
で
年

間
４
千
件
も
の
改
善
提
案
が
生
ま
れ

て
い
る
の
は
そ
の
賜
物
だ
。
ま
た
、

勤
怠
シ
ス
テ
ム
を
一
新
し
残
業
等
は

ク
ラ
ウ
ド
上
で
管
理
。
残
業
が
多
い

と
注
意
勧
告
が
上
司
に
通
達
さ
れ
る

「
見
え
る
化
」
に
よ
り
、
残
業
に
対

す
る
従
業
員
の
意
識
も
高
ま
っ
た
。

　
「
悪
い
ス
ト
レ
ス
」
を
解
消
す
る

た
め
に
従
業
員
の
気
分
転
換
に
も
注

力
す
る
。「
親
睦
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
風
通
し
の
良
い
職
場
の
雰

囲
気
の
ベ
ー
ス
と
な
り
、
良
い
モ
ノ

づ
く
り
に
繋
が
る
」
と
話
す
の
は
総

務
部
の
武
内
加
寿
也
課
長
。「
よ
さ

こ
い
」「
ゴ
ル
フ
」「
マ
ラ
ソ
ン
」
な

ど
多
様
な
同
好
会
を
通
じ
親
交
を
深

め
る
ほ
か
、
創
業
55
周
年
の
際
に
は

海
外
旅
行
の
実
施
や
社
員
の
家
族
を

招
待
し
た
家
族
参
加
型
パ
ー
テ
ィ
ー

も
行
っ
た
。
他
に
も
健
康
増
進
の
た

め
に
従
業
員
が
利
用
す
る
運
動
施
設

料
を
会
社
負
担
と
す
る
ほ
か
、
昨
年

の
10
月
か
ら
は
月
１
回
自
主
参
加
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
金
融
機
関
や
保

険
会
社
な
ど
外
部
の
講
師
派
遣
に
よ

り
、
が
ん
や
喫
煙
対
策
な
ど
健
康
に

関
す
る
講
演
や
、
子
育
て
世
代
向
け

に
人
生
設
計
で
必
要
な
お
金
の
知
識

や
考
え
方
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、

１
０
０
名
以
上
が
参
加
し
て
い
る
。

　

清
川
専
務
は
「
働
き
や
す
い
環
境

を
整
え
社
員
の
能
力
を
引
き
出
す
こ

と
で
、
質
の
高
い
仕
事
が
で
き
、
顧

客
か
ら
評
価
を
頂
く
と
い
っ
た
好
循

環
が
で
き
る
。
社
員
の
能
力
を
引
き

出
す
た
め
に
は
、
楽
な
こ
と
が
良
い

こ
と
で
は
な
い
。
従
業
員
が
仕
事
へ

の
高
い
意
欲
や
目
標
を
持
っ
て
、
世

の
中
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

で
き
人
生
を
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け

る
、
そ
ん
な
組
織
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

　

健
康
経
営
と
は
、
従
業
員
の
健
康

を
重
要
な
経
営
資
源
と
捉
え
、
健
康

づ
く
り
の
推
進
を
コ
ス
ト
で
は
な
く

投
資
と
考
え
、
業
績
向
上
に
繋
げ
る

も
の
で
あ
る
。
平
成
30
年
10
月
に

行
っ
た
当
所
調
査
で
は
健
康
経
営
へ

の
関
心
度
は
９
割
と
高
く
（
グ
ラ
フ

１
）、期
待
す
る
効
果
に
つ
い
て
「
従

業
員
満
足
度
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
で
は
「
取
り

組
む
意
義
が
あ
る
」
と
し
た
回
答
は

約
95
％
に
上
っ
た
。
ま
た
、
具
体
的

な
取
り
組
み
で
は
、
回
答
し
た
す
べ

て
の
企
業
が
「
定
期
健
康
診
断
を
実

施
し
て
い
る
」
と
し
た
ほ
か
、
62
％

が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
感
染
症
対
策
」
と
回
答
し

て
い
る
（
グ
ラ
フ
２
）。
長
時
間
労

働
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
働
き
方
改

革
へ
向
け
た
動
き
も
あ
り
、
多
く
の

企
業
は
従
業
員
の
健
康
管
理
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
る
よ
う
だ
。
で
は

具
体
的
に
企
業
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
い
る
の
か
。
今
年
３
月
に
経

済
産
業
省
が
発
表
し
た
「
健
康
経
営

優
良
法
人
」
の
認
定
を
受
け
た
企
業

を
取
材
し
た
。

良い仕事環境が 特集今
こ
そ
健
康

な
経
営
を

健康経営への高い関心度

社員能力を引き出す

〜求められる健全な職場環境〜
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定期健康診断の実施

健康診断結果に基づく事後借置

長時間労働対策

（上位 5項目）

インフルエンザ、ノロウイルス等
感染症対策

（出典）福井商工会議所　平成 30年度「企業の健康づくり（健康経営）に関する企業アンケート調査」

がん検診・人間ドック・
精密検査等の費用補助
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TPSの手法を「品質道場」で情報共有 外部講師を派遣した自主参加型セミナー

急速な少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少、病気や労災事故などによる欠勤や、生産性の低下など、企業を取り巻く人的リスクは
増大しており、従業員の健康管理を経営的な視点で考える「健康経営」が注目されている。不健康による企業コストはもはや軽視す
ることはできなくなった。今回は、健康経営に関する企業の取り組みについて紹介する。
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商
工
会
議
所
の
生
命
共
済
制
度
を

推
進
す
る
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
で

は
、
２
０
１
６
年
よ
り
会
社
全
体
で

健
康
経
営
優
良
法
人
の
認
定
取
得
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
で
も
福

井
営
業
支
社
で
は
全
推
進
員
が
「
健

康
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
取
得
し

て
い
る
。
営
業
主
任
の
富
田
昌
代
氏

と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
鈴
木
樹
子
氏

は
「
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
健
康
経
営

に
興
味
が
あ
る
も
の
の
、
何
か
ら
手

を
付
け
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
と

の
声
が
多
い
」
と
話
す
。
第
一
歩
と

し
て
同
社
で
は
、
健
康
状
態
や
労
働

生
産
性
の
実
態
を
数
値
で
把
握
す
る

「
全
従
業
員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
は
じ
め
、
優
良
法
人
認
定
に
向
け

た
サ
ポ
ー
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
展
開
し

て
い
る
。
こ
の
調
査
で
は
従
業
員
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
回
答
す
る
こ
と
で
運
動
や

食
生
活
、
睡
眠
な
ど
の
全
員
の
生
活

習
慣
を
「
見
え
る
化
」
で
き
る
。
こ

れ
ら
に
基
づ
き
、
食
事
や
運
動
に
関

す
る
話
題
か
ら
、
年
金
・
貯
蓄
な
ど

将
来
の
収
入
の
話
ま
で
、
従
業
員
の

「
不
安
」
を
取
り
除
く
た
め
の
必
要

な
数
十
種
類
に
わ
た
る
テ
ー
マ
の
セ

ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
必
要
な
教
育
機
会

を
提
案
す
る
。「
従
業
員
の
意
識
変

革
に
は
ま
ず
経
営
者
自
身
の
考
え
方

を
改
め
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
い
き

な
り
変
え
て
も
長
続
き
し
な
い
。
ま

ず
は
身
近
な
こ
と
か
ら
少
し
だ
け
変

え
る
こ
と（
＝
ス
モ
ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
）

か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
認

定
取
得
を
促
し
た
。

　

健
康
経
営
の
認
定
基
準
は
、
従
業

員
の
健
康
課
題
や
仕
事
へ
の
意
欲
な

ど
、20
項
目
に
わ
た
る
（
図
１
参
照
）。

今
回
の
取
材
先
は
、
こ
れ
ま
で
の
組

織
内
・
従
業
員
へ
の
働
き
か
け
や
健

康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
「
見
え
る

化
」
し
、
日
々
社
内
で
情
報
共
有
を

密
に
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
業

員
の
健
康
面
・
精
神
面
で
の
不
安
を

取
り
除
く
効
果
と
な
り
、
仕
事
に
熱

心
に
取
り
組
み
、
や
り
が
い
を
持
つ

と
い
っ
た
社
内
の
風
土
が
醸
成
さ
れ
、

従
業
員
に
と
っ
て
よ
り
良
い
職
場
づ

く
り
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ

た
取
り
組
み
は
「
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
イ

ジ
メ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、

従
業
員
に
対
し
て
健
康
に
関
す
る
考

え
方
（
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
）
の
機

会
提
供
に
努
め
る
こ
と
も
大
切
だ
。

　

企
業
の
永
続
的
な
発
展
の
た
め
に

は
健
康
経
営
へ
の
取
り
組
み
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営

に
は
従
業
員
の
健
康
や
安
全
・
衛
生

と
い
っ
た
社
内
の
環
境
づ
く
り
が
問

わ
れ
て
く
る
。
な
お
、
福
井
商
工
会

議
所
と
協
会
け
ん
ぽ
福
井
支
部
で
は

「
健
康
づ
く
り
宣
言
」
へ
の
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。「
健
康
づ
く
り

宣
言
」
と
は
、「
企
業
と
し
て
従
業

員
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
む
」
こ
と
を
宣
言
し
、
社
内
外
に

対
し
て
明
文
化
・
情
報
開
示
を
行
う

と
い
う
も
の
。
簡
単
に
始
め
ら
れ
る

の
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

　

送
配
電
工
事
、
電
気
通
信
工
事
等

を
行
う
旭
電
設
㈱
。
従
業
員
が
業
務

に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
「
安
全
」
と
「
健
康
」
を
徹
底

し
、
前
出
の
清
川
メ
ッ
キ
工
業
㈱

と
同
じ
く
「
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
０
」
の
認
定
を
受
け
た
。

　

管
理
職
を
は
じ
め
社
内
か
ら
10
名

で
構
成
さ
れ
る「
安
全
衛
生
委
員
会
」

で
は
、
月
に
１
回
現
場
や
社
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
結
果
を
共
有

し
て
い
る
。
特
に
熱
中
症
な
ど
の
季

節
的
に
発
生
す
る
健
康
面
で
の
配

慮
・
災
害
や
健
康
状
態
に
関
す
る
気

づ
き
や
改
善
点
に
つ
い
て
、
朝
礼
で

全
社
員
に
周
知
す
る
な
ど
、
安
全
衛

生
面
で
の
情
報
共
有
を
行
う
。ま
た
、

昨
夏
に
は
安
全
衛
生
大
会
を
行
い
、

健
康
管
理
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し

て
社
員
全
員
で
「
ヨ
ガ
」
の
講
座
を

行
っ
た
ほ
か
、
歯
科
医
師
よ
り
歯
周

病
に
関
す
る
認
識
を
深
め
る
な
ど
、

健
康
面
で
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
（
一
財
）
福
井
県
社
会
保

険
協
会
が
行
う
「
健
康
づ
く
り
講
習

会
」
の
講
師
派
遣
を
活
用
し
、
謝
礼

等
の
講
師
費
用
は
同
協
会
が
負
担
す

る
。
ま
た
、
感
染
症
予
防
の
対
策
と

し
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
近
隣
の
医
師
に
会
社
へ
来
て

も
ら
い
従
業
員
全
員
が
受
け
た
。
こ

れ
ら
は
全
額
自
社
の
補
助
で
行
っ
た

ほ
か
、
40
歳
以
上
の
従
業
員
を
対
象

に
受
け
て
も
ら
う
「
１
日
人
間
ド
ッ

ク
」
も
全
額
会
社
負
担
で
行
っ
て
い

る
。
従
業
員
に
全
員
受
け
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
会
社
側
の
意
識
の
現
れ

だ
。

　

工
事
の
作
業
手
順
な
ど
の
安
全
対

策
は
、
取
引
先
で
あ
る
大
手
電
力
会

社
な
ど
か
ら
の
指
導
等
を
も
と
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
従

業
員
の
健
康
管
理
を
会
社
独
自
で
手

厚
く
行
っ
て
い
る
。「
電
気
工
事
の

現
場
は
大
変
な
業
務
な
の
で
、
会
社

と
し
て
万
全
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必

要
」
と
語
る
の
は
健
康
経
営
の
申
請

に
携
わ
っ
た
総
務
部
主
任
の
伊
東
透

氏
。
健
康
経
営
優
良
法
人
の
認
定
に

つ
い
て
は
人
材
採
用
面
へ
の
波
及
に

も
期
待
を
寄
せ
る
。「
こ
れ
ま
で
福

井
で
生
活
し
地
元
で
働
き
た
い
人
材

を
採
用
し
て
き
た
。
特
に
高
校
卒
の

学
生
を
採
用
す
る
際
に
は
ご
家
族
や

高
校
の
教
師
の
方
々
へ
の
理
解
が
必

要
。
今
回
の
認
定
が
当
社
の
こ
と
を

よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ

ば
」
と
期
待
を
込
め
た
。

従業員の安全と健康
を
第
一
に

「少し変える」
　を続けていくこと

（図1） 健康経営優良法人の認定要件

ま
ず
は
健
康
づ
く
り
宣
言
か
ら 会社で行っている安全衛生大会ヨガの講習などにも会社全体で取り組む

アクサ生命保険㈱福井営業支社の富田昌代主任（左）と鈴木樹子アドバイザー

※網かけの項目はアクサ生命保険㈱にてサポートしている
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